
XIII　子どもと家族の支援チーム

XIII-１　チーム活動の実際（直接対応） XIII-２　チーム活動の実際（会議・研修会等）

活動 件数 活動内容 回数

気がかりシート提出数 1,062 定例会議(毎月開催) 12

チーム対応した事例 94 小児科カンファレンス(事例検討) 6

市との情報共有 9 四者連携協議会 1

児相への通告件数 3

XIII-３　チーム主催の研修会 XIII-４　気がかりシートの紹介

XIII-５　チーム代表より一言(田中靖彦)

子どもの予定外受診、緊急入院で記入をお願いしています。
チェック項目に該当があれば当チーム☎48029へ連絡をお願いし
ます（日勤帯のみ）

子どもと家族の支援チームは、子どもの虐待に対し、組織的に子どもへの安全をより確実に担保し、支援につなげることを目

的として発足し、2019年度から院内公式チームとして活動している。

メンバーは医師、看護師(救急看護認定看護師、新生児集中ケア認定看護師、小児看護専門看護師含む)、ソーシャルワーカー、

公認心理師等で、小児科だけではなく救命救急センターや精神科神経科など、多領域・多職種で構成されている。

主な活動は支援の必要な小児患者さんや家族への直接対応、関係機関との連絡であるが、スクリーニング機能強化のために

2020年4月より「気がかりシート」をすべての病棟に配布し、改訂を続けている。今後はチームの活動や「気がかりシート」の

活用についてさらに周知を図り、医療従事者からの相談対応や児童への支援に関するスタッフ教育を進めていく方針である。

2020年度より迅速な対応に役立てることを目的としてチーム専用の院内携帯電話を用意した。

2021年度は気がかりシートなどの改訂を行い、脳死下臓器移植マニュアルの改訂にかかわった。

2022年度より養育支援体制加算が算定され診療報酬として評価された。また院内職員に対するe-learningも開始した。

2022年度もコロナ禍で他病院との合同カンファ

レンスは行うことができませんでしたが、講師を招い

てのBEAMS研修（Stage１＆２）を開催できました。

診療報酬として養育支援体制加算が算定されたこと

は、チーム活動の成果であり喜ばしい限りです。

従来通りの小児患者さんやご家族への対応および

チーム活動の発信を継続していきますので、今後とも

よろしくお願いいたします。

2022年9月3日 BEAMS研修（Stage１＆２）

講師：毎原敏郎先生 浅井鈴子さん（MSW）
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